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研究背景

日常の生活空間、病院や介護施設、高校や大学の学習・研究環境はどう
あるべきだろうか。また、快適な環境、リラックスできる環境、学習や
研究に集中できる環境はどうあるべきだろうか。部屋の環境を決める要
素には、光や音、気温や湿度、空気の流れ、室内の物の配置、あるいは、
窓の外の風景などさまざまな要素があるだろう。
これらの要素を研究し、わたしは将来、人と環境との関わりを考慮し

た、より快適な建物を設計したいと考えている。



先行研究1
文献(4)照明の明るさや色などを変える先行研究



先行研究2
4年基盤探求1「集中力と環境の関係 効率よく勉強するために
は」

発表者:内田妃菜、佐々木瑠音、千秋涼奏

研究概要:音・照明の色・室温の3つを変化させて

簡単な計算の解答数を測る実験を行った。

研究結果:それぞれの要素によって、解答数に変化が見られた。



本研究の目的と方法

実験の目的:照明の色の違いが、学習などの

集中力に影響するかどうかを調べる。

実験の方法:照明の色を変え、簡単な問題を解くのに

かかる応答時間を計測する。

計測は、紙に解答を書くのではなく、

パソコン画面に問題を表示し、

パソコン画面に解答を入力して自動計測する。



予備実験 ・部屋の照明の色(赤・青・白)や

明るさを決める

・1 度に 10 問ずつ表示し、

10 分間に何問回答できるかを記録する

・画面では 10 問ごとに Enter キーを押す

・計算内容:2数の和の 1桁目を入力

・被験者3名



予備実験の結果

同じ人で、照明の色(セロファンの色)3 色と明るさを変えたが、

10 分間の解答数に大きな差は見いだせなかった。



研究方針の変更

「部屋の照明の色を変える」

→視覚に直接入る画面自体の色を変え、同じ環境色で 10 分間検査する。

[ねらい]環境色と集中力の関係を直接調べやすい。



実験1
[測定方法] 

● 画面色を手動で設定する(赤青白)
● 1度に 10問表示される。

● 左右2つの数の和の1桁目を入力

(回答入力から次の回答入力までの時

間tが自動記録される)

● 10 問入力ごとに[Enter]キーを押

す

0     4      8      3     8     8



実験1の結果と問題点

[実験1の問題点] 

● 入力から入力までの時間tには

表示待ちの時間が含まれる

● 10問ごとに画面が切り替わる時間

が

不連続を生む

● 1検査ごとに色を変えるので、

色の違いを検証するのに膨大な検査時

間を要する。



実験結果1の改良点
・[入力]から[次の入力]までの時間を測定

⇒[問題が表示]から[回答入力]までの時間 t を測定

・[ 10問ごとに画面が切り替わる ] 

⇒[1 問ごとに画面が切り替わる]

・[1 検査ごとに色を手動で変える]

⇒[入力時間 tの合計が設定時間に達すると自動的に色が変わる]

・[同じ色で 10 分間検査する。]

⇒[20 秒で画面色を自動的に変える]

[ねらい] 人は 40 秒くらいで環境色になれてしまうので、環境色に慣れる前に色を変える。



先行研究3
コンピュータを用いた英語文法テストに及ぼす画面背景色効果の検証山崎敦子, 松居辰則

先行研究3の主張:8色の特色

単語を思い出す作業では画面背景が赤色のほうが結果は良いが、

創造的な作業では画面背景が青色のほうがより良い結果を生み出す

また緑や黄色系統は疲労感が少ない



研究方針の追加

[画面の背景色を変えて英語の問題を解くという先行研究]

↓

[文献を参考にして，画面の色を8色に設定する]



実験2で使用した背景色

①薄青②青③ピンク④薄緑⑤赤⑥薄黄色⑦白⑧黄色



実験2
[実験2の測定方法] 

● 数字が2個表示される

● 回答を入力すると次の数字が表示される

● 画面の背景色が時間と共に変化する(8色)
● 1色の継続時間= 20秒
● 1サイクル=20秒× 8色=160秒 (色の順番、

慣れ、疲れの影響を排除するため)
● 3サイクル =480 秒実施する



改良したことによる変化

・10 問入力から 1 問入力にしたことにより

画面が切り替わるときに不規則な数字が出なくなった

・[問題が表示]から[回答入力]の時間を測定することによって、

問題を解く時間をより正確に測ることができるようになった



1回の検査の回答数の推移
[1サイクル目(8色)→2サイクル目(8色)→3サイクル目(8色)]

横軸:色番号
1.薄青 2.青 3.ピンク 4.薄緑
5.赤 6.薄黄色 7.白 8.黄色

縦軸:色ごとの回答数

実験2の結果(1)



横軸:色番号
1.薄青 2.青 3.ピンク 4.薄緑
5.赤 6.薄黄色 7.白 8.黄色

縦軸:1問にかかる回答時間(秒) 
3本の折れ線=3サイクル

各色で，1問の入力にかかる回答時間の平均 t(秒)

実験の結果(2)



横軸:色番号
1.薄青 2.青 3.ピンク 4.薄緑
5.赤 6.薄黄色 7.白 8.黄色

縦軸:色ごとの回答数の平均＝14問

横軸:色番号
1.薄青 2.青 3.ピンク 4.薄緑
5.赤 6.薄黄色 7.白 8.黄色

縦軸:色ごとの回答時間の平均(秒)＝1.45秒

(上)色ごとの回答数の平均，(下)色ごとの回答時間の平均

実験2の結果(3)



実験2のまとめ(1)
回答数と標準誤差

結論1:色ごとの回答数の違いは、

標準誤差の範囲内にある。

ゆえに、8 色の色の違いによる

回答数の違いは見いだせなかった。



実験2のまとめ(2)
回答時間と標準誤差

結論2:色ごとの回答時間の違いは、

標準誤差の範囲内にある。

ゆえに、8 色の色の違いによる

回答時間の違いは見いだせなかった。



考察

実験精度

1 問の平均入力時間が 1.45 秒の場合，

1 色 20 秒間の入力数は、20 / 1.45 = 13.8 問色によって回答数に 1問の差が出るとすると、

1 / 13.8 = 0.07 = 7 %

したがって、色によって回答数に明確な差が出るためには、色によって集中力

に 7%以上の差がなければならない。

データのばらつきが大きいため今回の測定では、7 %の差はないと考えられる。



結論

今回の測定制度では色による解答時間や回答数に違いは見られなかった

したがって色による集中力の違いを見つけることはできなかった



課題

1. 測定精度を上げるために、1 色の測定継続時間を長くしたいと考えている。

たとえば，１色を 80 秒にすると，測定精度は 2% となる。

2.    数値データには違いがなくても、実験後の疲れ方に違いが出る可能性もある。

測定直後に，被験者に色によって集中度への違い，疲れ方などを

記入してもらい，色の影響を数値データ以外でも調査したい。
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